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「
植
田
正
治
写
真
美
術
館
」
と

い
う
名
前
は
よ
く
耳
に
す
る
け
れ

ど
、
そ
の
「
植
田
正
治
」
っ
て
ど

ん
な
人
な
の
？
こ
ん
な
疑
問
を
お

持
ち
の
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

美
術
館
を
紹
介
す
る
前
に
、
ま

ず
は
施
設
名
に
も
な
っ
て
い
る
、

写
真
家
・
植
田
正
治
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

植
田
正
治
さ
ん
は
一
九
一
三
年
、

西
伯
郡
境
町
（
現
境
港
市
）
に
生

ま
れ
ま
し
た
。

一
九
三
二
年
に
上
京
、
オ
リ
エ

ン
タ
ル
写
真
学
校
入
学
後
、
一
九

五
四
年
に
第
二
回
二
科
賞
を
受
賞
、

一
九
六
〇
年
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

近
代
美
術
館
出
展
、
ま
た
、
一
九

八
九
年
に
は
日
本
写
真
協
会
功
労

賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
国
内
外
で

写
真
家
と
し
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
功

績
を
残
し
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
二
〇
〇
〇
年
七
月

四
日
、
享
年
八
八
歳
で
亡
く
な
り

ま
し
た
が
、
植
田
正
治
さ
ん
の
死

後
も
作
品
の
魅
力
は
失
わ
れ
る
こ

と
な
く
、
現
在
も
展
覧
会
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

山
陰
の
空
・
地
平
線
・
そ
し
て

砂
丘
を
背
景
と
し
て
、
被
写
体
を

ま
る
で
オ
ブ
ジ
ェ
の
よ
う
に
配
置

し
た
植
田
正
治
さ
ん
の
演
出
写
真

は
、
写
真
誕
生
の
地
フ
ラ
ン
ス
で

日
本
語
表
記
そ
の
ま
ま
にU
ed
a-

cho

（
植
田
調
）
と
い
う
言
葉
で
広

く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
植
田
正
治
さ
ん
の
作
品
は
こ

の
よ
う
な
作
品
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
七
〇
年
近
く
に
及
ぶ
作

業
活
動
を
通
し
て
、
我
々
に
常
に

斬
新
で
多
彩
な
イ
メ
ー
ジ
を
掲
示

し
て
い
ま
す
。

植
田
正
治
写
真
美
術
館
は
展
示

さ
れ
て
い
る
作
品
ば
か
り
で
な
く
、

そ
の
館
内
か
ら
眺
め
る
こ
と
の
で

き
る
景
色
、
ま
た
建
物
自
体
に
も

特
筆
す
べ
き
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
美
術
館
は
建
築
家
・
高
松

伸
氏
に
よ
っ
て
設
計
さ
れ
ま
し
た
。

大
山
が
「
伯
耆
富
士
」
の
形
で
望

め
る
周
囲
の
景
観
を
取
り
込
ん
だ

建
物
自
体
、
ま
さ
に
巨
大
な
ア
ー

ト
作
品
を
彷
彿
と
さ
せ
ま
す
。

ま
た
、
館
内
に
は
カ
メ
ラ
の
内

部
に
い
る
よ
う
な
感
覚
が
体
験
で

き
る
映
像
展
示
室
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

室
内
で
は
、
植
田
正
治
さ
ん
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
や
活
躍
、
理
念
を

紹
介
す
る
フ
ィ
ル
ム
が
二
百
イ
ン

チ
（
約
二
五
〇
セ
ン
チ
×
四
五
〇

セ
ン
チ
）
の
高
画
質
大
画
面
で
一

通
り
流
さ
れ
た
後
、
大
山
の
今
の

雄
姿
が
室
内
に
逆
さ
の
状
態
で
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
映
し
出
さ
れ
ま
す
。

そ
の
撮
影
に
使
用
さ
れ
て
い
る

の
が
、「
超
大
型
カ
メ
ラ
オ
ブ
ス

キ
ュ
ラ
用
レ
ン
ズ
」
で
す
。
総
重

量
六
二
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
（
ガ
ラ
ス

の
み
で
約
二
四
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
）、

全
長
七
三
、
二
二
セ
ン
チ
を
誇
る

世
界
最
大
の
カ
メ
ラ
レ
ン
ズ
で
す
。

こ
の
レ
ン
ズ
と
同
じ
も
の
が
、

部
屋
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
部
分
に
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
大
き
さ

を
実
際
に
目
に
す
れ
ば
、
改
め
て

そ
の
巨
大
さ
に
驚
か
さ
れ
る
は
ず

で
す
。

み
な
さ
ん
ぜ
ひ
、
こ
の
魅
力
た

っ
ぷ
り
の
植
田
正
治
写
真
美
術
館

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
！

○
開
館
時
間

・
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。

・
入
館
は
閉
館
の
三
〇
分
前
ま
で
。

○
休
館
日

・
毎
週
火
曜
日

（
祝
祭
日
の
場
合
は
翌
日
）

・
十
二
月
二
九
日
〜
一
月
一
日

・
展
示
替
期
間
中

○
入
館
料
（
通
常
展
開
催
時
）

・
一
　
　
般
　
八
百
円
（
七
百
円
）

・
高
校
大
学
生

五
百
円
（
四
百
円
）

・
小
中
学
生
　
三
百
円
（
二
百
円
）

※
（

）
内
は
二
〇
名
以
上
の
団

体
料
金
で
す
。

○
問
合
わ
せ
先

1
三
九
｜
八
〇
〇
〇

※
「
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ｅ
展
」
開
催
中

は
無
休
で
す
。
ま
た
、
入
館
料
は

特
別
料
金
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
裏
表
紙
の
記
事
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

植田正治氏

●
植
田
正
治
に
つ
い
て
●

●
美
術
館
の
特
徴
●

伯
耆
町
に
住
ん
で
い
る
け
ど
、
町
内
に
あ
る
施
設
に
つ
い
て
詳

し
く
知
ら
な
い
、
行
っ
て
み
た
い
け
ど
場
所
が
わ
か
ら
な
い
。
こ

の
コ
ー
ナ
ー
は
、
そ
ん
な
悩
み
を
お
持
ち
の
方
に
町
内
の
施
設
を

紹
介
し
て
い
ま
す
！

第
三
回
目
の
今
回
は
、
七
月
十
六
日
か
ら
始
ま
る
「
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ａ

Ｇ
Ｅ
展
」（
詳
細
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
が
話
題
の
「
植

田
正
治
写
真
美
術
館
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

館内から眺めた大山

植
田
正
治
写
真
美
術
館


